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報道関係各位

平成27年 11 月 5日

株式会社 博報堂DYホールディングス

アクチュアルデータを起点にしたオウンドメディアのコンテンツ開発ソリューション

「HACC（HakuhodoDY Actual-data Content Creator）」を提供開始

株式会社博報堂ＤＹホールディングス（東京都港区、代表取締役社⻑：⼾⽥裕⼀）のグループ横

断型組織である博報堂ＤＹグループ・次世代オウンドメディア・マーケティングセンターは、グループ企業で

ある株式会社アイレップ（東京都千代⽥区、代表取締役社⻑ CEO：紺野俊介）と共同で、アクチュ

アルデータを起点にしたオウンドメディアのコンテンツ開発ソリューション「HACC（ハック：HakuhodoDY

Actual-data Content Creator）」の提供を開始いたしました。

⽣活者の情報接触⾏動や購買⾏動は、デジタルデバイスの進化により、⼤きく変化しています。それにと

もない、多くの企業が自社のWEBサイトなどのオウンドメディアやSNSを活用することで、生活者と直接、

接点をつくり、生活者とのつながりを活用したマーケティング活動を拡大させています。ところが、そもそも

オウンドメディアを⾒てもらえない、ビジネス成果に結びつかない等の課題を抱える企業が多いことも事実

です。

「HACC」では、企業の課題を解決する為に WEB 検索データなどのアクチュアルデータを独自に解析し、

企業や商品にまつわる生活者のきめ細かいニーズや関心を浮き彫りにします。そして、それら生活者の関

心と、企業・商品が訴求したい内容をつなぐ、オウンドメディアのオリジナル・コンテンツを設計・制作いたし

ます。さらにオウンドメディアで蓄積されたデータ分析や、分析結果の他のマーケティング施策への有効活

用まで、一連のサービスを提供いたします。「HACC」の提供にあたっては、検索領域に関する知⾒を有す

るアイレップ、マーケティングとクリエイティブ領域に関する知⾒を有する博報堂ＤＹグループ各社のリソース

を活用、一体となって取り組む体制を構築しています。

具体的には、「HACC」は以下の 3 つのサービスラインナップから構成されています。

検索データなどのアクチュアルデータをもとに
生活者の関心と、企業・商品の訴求内容をつなぐコンテンツを設計

①HACC-Search

取得したデータを分析し
広告配信やサイト内導線などを随時最適化する

③HACC-Analyze

クライアント課題に応じて
量･質を保ちながらコストを両⽴させるコンテンツ制作体制を構築

②HACC-Creation



① HACC-Search：検索データなどの

ンツのテーマを定義。生活者が興味を持つ、コンテンツを設計する分析サービス。

②HACC-Creation：株式会社

ONES、株式会社読広クロスコム、

ス、株式会社NEWSYと、アイレップ

体制を、ワンストップで構築する制作･運用支援サービス。

③HACC-Analyze：取得したデータを分析し、来訪者の属性や⾏動実態を把握。広告配信やサイト

内動線などの随時最適化から、マーケティング、ビジネス全体への反映までを⾏う、

ービス。

「HACC」は、博報堂ＤＹグループの「中期経営計画」（

る成⻑ドライバーのひとつである「“⽣活者データ・ドリブン”マーケティング対応⼒の強化」の⼀環として提供

するものです。博報堂ＤＹグループ・次世代オウンドメディア・マーケティングセンター

ング活動を支援するために、企業の

ディア・マーケティング」を強化、「“生活者データ・ドリブン”マーケティング」を推進してまい

【問合せ先】

博報堂ＤＹホールディングス グループ広報・
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検索データなどのアクチュアルデータをもとにオウンドメディアで取り上げるべきコンテ

ンツのテーマを定義。生活者が興味を持つ、コンテンツを設計する分析サービス。

株式会社博報堂アイ・スタジオ、株式会社博報堂プロダクツ

、株式会社読広クロスコム、株式会社博報堂ＤＹインターソリューションズ、株式会社スパイスボック

アイレップの両社が強固に連携し、コンテンツの質・量とコストを両⽴させる制作

体制を、ワンストップで構築する制作･運用支援サービス。

：取得したデータを分析し、来訪者の属性や⾏動実態を把握。広告配信やサイト

から、マーケティング、ビジネス全体への反映までを⾏う、

は、博報堂ＤＹグループの「中期経営計画」（2015 年 3⽉期〜2019

る成⻑ドライバーのひとつである「“⽣活者データ・ドリブン”マーケティング対応⼒の強化」の⼀環として提供

博報堂ＤＹグループ・次世代オウンドメディア・マーケティングセンターでは企業のマーケティ

ング活動を支援するために、企業の WEB サイトをハブとし顧客との継続的な関係を構築する「オウンドメ

ディア・マーケティング」を強化、「“生活者データ・ドリブン”マーケティング」を推進してまい

グループ広報・IR室 藤井（TEL:03-6441-9062）

アクチュアルデータをもとにオウンドメディアで取り上げるべきコンテ

株式会社博報堂プロダクツ、株式会社大広

株式会社スパイスボック

質・量とコストを両⽴させる制作

：取得したデータを分析し、来訪者の属性や⾏動実態を把握。広告配信やサイト

から、マーケティング、ビジネス全体への反映までを⾏う、データ活用支援サ

2019 年 3 月期）におけ

る成⻑ドライバーのひとつである「“⽣活者データ・ドリブン”マーケティング対応⼒の強化」の⼀環として提供

では企業のマーケティ

サイトをハブとし顧客との継続的な関係を構築する「オウンドメ

ディア・マーケティング」を強化、「“生活者データ・ドリブン”マーケティング」を推進してまいります。

）
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※ご参考

【博報堂ＤＹグループ・次世代オウンドメディア・マーケティングセンターについて】

マーケティングコミュニケーションのツールとして機能してきた企業のオウンドメディア（ウェブサイト、スマホアプ

リ、ソーシャルメディアサイト、メルマガ等）を、ストラクチャ、流⼊機能、拡散機能、体験機能を統合的に

リデザインし、企業のマーケティング活動の核となる次世代型の装置へと発展させる⽀援を⾏う。ブランド・

マーケティング戦略⽴案、コンテンツマーケティング展開、⽣活データ活⽤を通じて、統合的なオウンドメデ

ィア・マーケティングを具体化する。

・設⽴：2015 年 6月

・リーダー：茂呂譲治

【株式会社アイレップについて】 http://www.irep.co.jp/

アイレップは広告主のマーケティングを最適化する「デジタルマーケティングエージェンシー」です。デジタル領

域に おける、リスティング広告、運用型ディスプレイ広告、SEO（検索エンジン最適化）、SMO（ソー

シャルメディア最適化）、WEB 解析、LPO（ランディングページ最適化）まで、多様化する広告手法や

デバイスに対応した質の高い専門サービスをワンストップで提供し、企業価値の向上に努めます。更に、コ

ンテンツマーケティングに関する自社サービスの強化と、アイレップが擁する「コンテンツマーケティング総合研

究所」による業界全体の成⻑促進に引き続き注⼒します。

・所在地：東京都千代田区永田町 2丁目 11番 1号 山王パークタワー7F

・設⽴年⽉⽇：1997 年 11 月

・代表者：紺野俊介

http://www.irep.co.jp/

